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1 はじめに

我々は，素人による楽曲制作の補助を目的とした作詞

支援システム Pâtisserを開発している [1]．システムは

Ngram言語モデルをもとにユーザの指定した音節数や

韻，アクセントの条件を満たす歌詞候補文を生成し提

示する．歌詞は曲のメロディに乗せることと同時に楽

曲のテーマを表現することも大切な役割である．そこ

で本稿では，作者の楽曲イメージを歌詞に反映するた

めに LSAを用いて入力キーワードと類似する単語を提

示する機能を提案する．また被験者にシステムを用い

た作詞を求め，類似単語検索の有用性を調べた評価実

験の結果を報告する．

2 作詞補助システム

本稿ではポピュラーソングで多く採用されている，先

に書いた詞に曲を付ける「詞先」と呼ばれる作詞手法を

想定する．曲先では曲のメロディに歌詞を上手く乗せ

られるよう単語のモーラ数と韻，さらに音程の上下に

合わせたアクセントに気を配る必要がある．このよう

な制約を満たす文を生成するために，本稿ではNgram

言語モデルを用いて単語連鎖を予測し歌詞候補文を生

成する．

3 関連単語検索

3.1 歌詞テキストの収集

歌詞の生成と関連単語検索の実現のために歌詞テキスト

の収集を行った．データの収集には，CGM（Consumer

Generated Media）型コンテンツ投稿サイトであるピ

アプロ [2][3]を用いた．ピアプロには，楽曲制作を趣味

とする素人の作品が投稿されており，これらの作品は

ユーザが付加した属性タグにより検索可能である．

検索タグの準備と歌詞の取得　歌詞テキスト検索用タ

グにはサイト全体で使用頻度 15以上のものから 361タ

グを採用した．タグは歌詞のテーマを表すものと仮定
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し，これらの検索タグによりのべ 9,827曲の歌詞デー

タ（総形態素数 208万，語彙数 4万語）を取得した．

3.2 潜在的意味解析 (LSA)

潜在的意味解析 [4]とは，文書中に隠された単語間の意

味的な相関関係をとらえるために用いられる解析手法

である．

3.2.1 ベクトル空間モデル

LSAではまず，対象となる文書内に含まれる単語とその

出現頻度を元にして行列を作成する．cij を単語wi(i ≤
M)が文書 dj(j ≤ N)に出現した頻度とすると，単語

wi に対応する単語ベクトルwiはwi= (ci1, ci2, ..., ciN )

と表される．頻度を要素とするm× nの単語・文書行

列 Aを次のように定義する．

A =


c11 c12 . . . c1N
...

...
. . .

...

cM1 cM2 . . . cMN


行列 A の列は 1 つの単語に対応した単語ベクトルに

なっており，これを用いて単語同士のコサイン類似度

を計算することができる．

3.2.2 特異値分解

上記の方法で作成したベクトル空間は疎であり，その

ままの状態ではうまく類似度の計算ができない場合が

多い．LSAでは，行列 Aに対して特異値分解 (SVD)

を利用することによりこの問題を解決する．行列 Aの

特異値分解は次のように表される（ただし，Σは対角

成分が特異値となる対角行列，Uと Vは正規直交行列

である）．

A = UΣV T (1)

分解された行列の上位 r個の特異値のみを使って掛け

合わせた結果は，もとの行列Aの rank rにおける最も

よい近似となることが知られている．

次元を圧縮することでより精度よく単語間の類似度

を求め，ユーザが入力したキーワードと類似する単語

を提示することが可能になると考えられる．
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3.3 ベクトル空間の作成

取得した歌詞テキストから単語・文書ベクトルを作成し

た．特徴量として曲ごとの名詞と形容詞（語幹）の出現

頻度を用いた．語彙数は名詞，形容詞合わせて 21,657

語であった．SVDを用いて 9,827次元（曲数に等しい）

を 50次元に圧縮した．

3.4 関連単語検索の例

作成した単語ベクトルを用いてキーワードとコサイン

類似度の高い単語を検索した．例を表 1に示す．
表 1: キーワード：卒業

類似単語 類似度

校舎 0.90

式 0.84

学舎 0.84

答辞 0.83

もらい泣き 0.82

4 システム評価実験

4.1 実験の概要と目的

システムあり・なしそれぞれの条件について，評価者は

与えられたテーマに沿って課題曲に歌詞をつける．評

価者はいずれも作詞経験の無い 4名であった．また，シ

ステムの外観をを図 1，図 2に示す．システムあり条

件では評価者は任意のタイミングでシステムを使用す

るものとし，システムなし条件では辞書の使用を可能

とした．歌詞のテーマは検索タグ 32種類から各課題 3

つずつくじ引きで決定する．本実験では実際の作詞過

程でシステムがどのように使われるのかを調査し，特

にキーワード検索機能の有用性に着目して考察する．

4.2 実験手順

実験手順は次の通りである．

1. 歌詞テーマをくじ引きによって決める

2. 楽譜を見ながら音源を聴く

3. 1曲目の作詞をする

4. 楽譜に歌詞を記入する

5. できあがった歌詞についてアンケートに回答

6. 2曲目も同様の手順を繰り返す

4.3 関連単語検索使用例

評価者 4のシステム使用例は次の通りである．

図 1: 作詞補助システム pâtissier

図 2: 関連単語検索� �
テーマ：鏡，青春，子守唄　から，検索キーワー

ド：青春　とする．

関連単語：スポーツ，先輩　を得て，人と共に成

長する場面を想起．歌詞のテーマを「小学校に入

学したてのキラキラ感じ」に決める．

楽曲タイトル：青春の始まり　とし，「勉強でも　運

動でも全部　やるよ」というフレーズが生まれた．� �
4.4 システムについての感想

関連単語検索について，次のような意見を得た．

• 制作前にテーマをキーワードとして使えそうな単
語を探した

• 思考が止まってしまったときに役立った
• 関連単語検索のおかげで連想しやすかった
• アクセントを意識することができた

5 まとめ

作詞補助システムのための LSAを用いた関連単語検索

を提案した．評価実験により，創作時にテーマを広げ具

体的な言葉で表現する役に立つという結果が得られた．
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